
故
郷
を
出
て
か
ら
八
年
ぶ
り
の
懐
か
し
い
我
が
家
に
八
月
十

六
日
帰
り
着
く
。

以
来
農
業
に
従
事
、
今
日
に
至
る
。

私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
　 岐阜
県
　
林
正
彦
　 

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
、
土
岐
市
土
岐
津
小
学
校
卒
業

と
同
時
に
三
菱
重
工
業
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
入
社
。

昭
和
十
七
年
、
徴
兵
検
査
、
甲
種
合
格
。

昭
和
十
八
年
、
各
務
ヶ
原
飛
行
場
大
隊
入
隊
の
予
定
が
変
更

に
な
り
、
門
司
老
松
公
園
に
集
合
、
約
七
日
間
各
民
家
に
宿

泊
。
下
関
港
よ
り
釜
山
上
陸
後
、
鉄
路
で
黒
河
省
嫩
江
第
九
七

飛
行
場
大
隊
入
隊
。
そ
の
後
、
新
京
（
長
春
）

、
チ
チ
ハ
ル
等

で
教
育
を
受
け
る
。
戦
況
の
悪
化
と
と
も
に
遼
陽
飛
行
場
大
隊

よ
り
多
く
の
特
攻
隊
員
を
見
送
っ
た
こ
と
は
、
今
で
も
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
で
あ
る
。

八
月
十
五
日
、
終
戦
を
迎
え
る
と
と
も
に
鞍
山
の
昭
和
製
鋼

跡
地
に
移
動
、
ロ
シ
ア
軍
の
指
揮
下
に
入
り
、
機
械
等
の
解
体

作
業
が
始
ま
り
、
莫
大
な
機
械
の
す
べ
て
が
ロ
シ
ア
へ
向
け
て

発
送
さ
れ
て
行
っ
た
。
正
に
国
家
あ
げ
て
の
泥
棒
行
為
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
戦
争
犯
罪
と
言
わ
ず
、
何
と
言
う
か
。

昭
和
二
十
年
十
月
末
、
軍
の
命
令
に
よ
り
国
家
賠
償
と
し
て

三
年
間
の
労
役
に
服
す
る
と
言
わ
れ
て
、
部
隊
長
以
下
全
員
が

鞍
山
よ
り
乗
車
、
満
州
里
を
経
由
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
・
ア
ン
グ
レ
ン
に
到
着
、
抑
留
生
活
が
始
ま
る
。

現
地
へ
入
っ
て
驚
い
た
の
は
、
水
の
な
い
全
く
の
砂
漠
地
帯

で
あ
っ
た
こ
と
、
町
全
体
が
囚
人
の
街
で
あ
る
こ
と
、
ド
イ
ツ

人
の
収
容
さ
れ
て
い
た
跡
へ
入
る
も
、
果
た
し
て
こ
ん
な
と
こ

ろ
で
三
年
、
命
が
も
つ
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。

作
業
は
、
炭
鉱
作
業
、
■
瓦
造
り
、
道
路
作
業
等
あ
ら
ゆ
る

仕
事
を
や
っ
た
。

ド
ロ
を
固
め
た
■
瓦
の
家
造
り
が
始
ま
っ
た
。
一
日
で
乾
燥

さ
せ
る
誠
に
粗
末
な
も
の
だ
っ
た
。
が
、
と
も
か
く
家
が
で

き
、
街
作
り
が
行
わ
れ
た
。

炭
鉱
は
主
と
し
て
露
天
掘
り
、
雨
の
全
く
降
ら
な
い
こ
の
土

地
で
よ
く
も
三
年
間
頑
張
れ
た
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
る
。



時
に
口
に
し
た
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
の
味
が
た
ま
ら
な
く
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
る
。

抑
留
中
の
作
業
と
出
来
事
　 

岐
阜
県
　
長
江
幸
平
　 

主
と
し
て
炭
坑
の
石
炭
掘
り
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
人
の
囚
人
と

共
同
作
業
を
し
ま
し
た
。
度
々
落
盤
事
故
が
あ
り
、
多
勢
の
死

傷
者
が
出
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
ラ
リ
ア
が
蔓
延
し
、
多
く
の
病
人
が
出
ま
し
た
。

そ
れ
が
そ
の
後
ど
う
し
た
の
か
一
切
我
々
に
は
教
え
て
く
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

発
電
所
が
近
く
に
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

非
常
に
雨
の
少
な
い
土
地
で
、
夜
、
南
京
虫
に
悩
ま
さ
れ
、

外
で
寝
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

満
天
の
星
を
眺
め
な
が
ら
遠
い
故
郷
を
偲
ん
だ
も
の
で
す
。

あ
る
時
、
仲
間
の
ツ
ル
ハ
シ
が
足
に
当
た
り
右
足
を
骨
折
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
九
州
医
大
の
外
科
の
先
生

の
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
助
か
り
ま
し
た
。

一
度
、
現
地
と
先
生
の
所
へ
訪
ね
て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
機
会
が
な
く
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。

私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
　 岐阜
県
　
河
合
猛
　 

岐
阜
県
土
岐
市
駄
知
町
生
。

昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
、
瑞
浪
尋
常
高
等
小
学
校
卒

業
。昭
和
十
八
年
九
月
、
満
州
遼
陽
飛
行
場
大
隊
入
隊
。

昭
和
二
十
年
、
終
戦
と
と
も
に
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
、
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
ア
ン
グ
レ
ン
に
て
炭
坑
等
の
作
業
に
従
事
。

昭
和
二
十
三
年
二
月
、
帰
国
す
る
。

今
、
思
い
出
し
て
も
ゾ
ッ
と
す
る
よ
う
な
生
き
地
獄
を
味

わ
っ
た
。
幸
い
に
も
命
あ
っ
て
日
本
へ
帰
れ
た
の
は
幸
運
だ
っ

た
と
感
謝
し
て
い
る
。




